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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月25日(2019.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　活性炭を含む正極、負極、セパレータ、並びにナトリウムイオン、カリウムイオン、ル
ビジウムイオン、及びセシウムイオンからなる群から選ばれるアルカリ金属イオンを含む
非水系電解液を含む非水系アルカリ金属型蓄電素子であって、該非水系電解液に含まれる
該アルカリ金属イオンを陽イオンとするアルカリ金属化合物が、該正極中に１質量％以上
２５質量％以下で含有される特徴とする前記非水系アルカリ金属型蓄電素子。
【請求項２】
　前記アルカリ金属化合物が、炭酸塩、水酸化物、及び酸化物からなる群から選ばれる１
種以上である、請求項１に記載の非水系アルカリ金属型蓄電素子。
【請求項３】
　前記正極が、正極集電体と、正極集電体の片面上又は両面上に設けられた、正極活物質
を含む正極活物質層とを有し、前記正極活物質層が、下記式（１）～（３）：
　　　Ｍ１Ｘ１－ＯＲ１Ｏ－Ｘ２Ｍ２　．．．式（１）
｛式中、Ｒ１は、炭素数１～４のアルキレン基、炭素数１～４のハロゲン化アルキレン基
であり、Ｘ１、Ｘ２はそれぞれ独立に－（ＣＯＯ）ｎ（ここで、ｎは０又は１である。）
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であり、そしてＭ１、Ｍ２はそれぞれ独立にＮａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓからなる群から選ばれ
るアルカリ金属である。｝、又は
　　　Ｍ１Ｘ１－ＯＲ１Ｏ－Ｘ２Ｒ２　．．．式（２）
｛式中、Ｒ１は、炭素数１～４のアルキレン基、炭素数１～４のハロゲン化アルキレン基
であり、Ｒ２は水素、炭素数１～１０のアルキル基、炭素数１～１０のモノ若しくはポリ
ヒドロキシアルキル基、炭素数２～１０のアルケニル基、炭素数２～１０のモノ又はポリ
ヒドロキシアルケニル基、炭素数３～６のシクロアルキル基、又はアリール基であり、Ｘ
１、Ｘ２はそれぞれ独立に－（ＣＯＯ）ｎ（ここで、ｎは０又は１である。）であり、そ
してＭ１はＮａ、Ｋ、Ｒｂ、及びＣｓからなる群から選ばれるアルカリ金属である。｝、
又は
　　　Ｒ２Ｘ１－ＯＲ１Ｏ－Ｘ２Ｒ３　．．．式（３）
｛式中、Ｒ１は、炭素数１～４のアルキレン基、炭素数１～４のハロゲン化アルキレン基
であり、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ独立に水素、炭素数１～１０のアルキル基、炭素数１～１
０のモノ若しくはポリヒドロキシアルキル基、炭素数２～１０のアルケニル基、炭素数２
～１０のモノ又はポリヒドロキシアルケニル基、炭素数３～６のシクロアルキル基、又は
アリール基であり、Ｘ１、Ｘ２はそれぞれ独立に－（ＣＯＯ）ｎ（ここで、ｎは０又は１
である。）である。｝で表される１種以上の化合物を該正極物質層の単位質量当たり１．
６０×１０－４ｍｏｌ／ｇ～３００×１０－４ｍｏｌ／ｇ含有する、請求項１又は２に記
載の非水系アルカリ金属型蓄電素子。
【請求項４】
　前記正極活物質層が、下記式（４）：
　　　Ｍ１－ＯＣＯＯ－Ｍ２　．．．式（４）
｛式中、Ｍ１、Ｍ２はそれぞれ独立にＮａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓからなる群から選ばれるアル
カリ金属である。｝又は下記式（５）：
　　　Ｒ１Ｏ－ＣＯＯ－Ｍ　．．．式（５）
｛式中、Ｒ１は、水素、炭素数１～１０のアルキル基、炭素数１～１０のモノ若しくはポ
リヒドロキシアルキル基、炭素数２～１０のアルケニル基、炭素数２～１０のモノ又はポ
リヒドロキシアルケニル基、炭素数３～６のシクロアルキル基、又はアリール基であり、
そしてＭはＮａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓからなる群から選ばれるアルカリ金属である。｝で表さ
れる１種以上の化合物を前記正極物質層の単位質量当たり２．７０×１０－４ｍｏｌ／ｇ
～１５０×１０－４ｍｏｌ／ｇ含有する、請求項１～３のいずれか１項に記載の非水系ア
ルカリ金属型蓄電素子。
【請求項５】
　前記正極表面のＳＥＭ－ＥＤＸにより得られる元素マッピングにおいて、明るさの平均
値を基準に二値化した酸素マッピングに対するフッ素マッピングの面積重複率Ａ１が４０
％以上９９％以下である、請求項１～４のいずれか１項に記載の非水系アルカリ金属型蓄
電素子。
【請求項６】
　ＢＩＢ加工した正極断面のＳＥＭ－ＥＤＸにより得られる元素マッピングにおいて、明
るさの平均値を基準に二値化した酸素マッピングに対するフッ素マッピングの面積重複率
Ａ２が１０％以上６０％以下である、請求項１～５のいずれか１項に記載の非水系アルカ
リ金属型蓄電素子。
【請求項７】
　活性炭を含む正極、負極、セパレータ、並びにナトリウムイオン、カリウムイオン、ル
ビジウムイオン、及びセシウムイオンからなる群から選ばれるアルカリ金属イオンを含む
非水系電解液を含む非水系アルカリ金属型蓄電素子であって、該非水系電解液に含まれる
該アルカリ金属イオンを陽イオンとするアルカリ金属化合物が、該正極中に１質量％以上
２５質量％以下で含有され、かつ、セル電圧４Ｖ及び環境温度６０℃において２か月間保
存した後の、セル電圧４Ｖでの内部抵抗をＲｂ［Ω］、保存前の内部抵抗をＲａ［Ω］、
保存前の静電容量をＦａ［Ｆ］としたとき、以下の：
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　（ａ）Ｒｂ／Ｒａが３．０以下である、
　（ｂ）セル電圧４Ｖ及び環境温度６０℃において２か月間保存した時に発生するガス量
を静電容量Ｆａで規格化した値Ｂが３０×１０－３ｃｃ／Ｆ以下である、
を同時に満たすことを特徴とする、前記非水系アルカリ金属型蓄電素子。
【請求項８】
　活性炭を含む正極、負極、セパレータ、並びにナトリウムイオン、カリウムイオン、ル
ビジウムイオン、及びセシウムイオンからなる群から選ばれるアルカリ金属イオンを含む
非水系電解液を含む非水系アルカリ金属型蓄電素子であって、該非水系電解液に含まれる
該アルカリ金属イオンを陽イオンとするアルカリ金属化合物が、該正極中に１質量％以上
２５質量％以下で含有され、かつ、環境温度２５℃にて、セル電圧を２．２Ｖから３．８
Ｖまで、電流値２００Ｃのレートでの充放電サイクルを６０，０００回行い、セルを４．
５Ｖの定電圧充電を１時間行った後の静電容量をＦｂ［Ｆ］としたとき、Ｆｂ／Ｆａが１
．０１以上であることを特徴とする、前記非水系アルカリ金属型蓄電素子。
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